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地方独立行政法人名張市立病院 令和７年度年度計画 

第 1 計画の期間 

令和 7年 10 月 1 日から令和 8年 3月 31 日までの 6か月間とする。 

第 2 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため

にとるべき措置 

1 地域に必要な二次医療提供体制の確保 

（１） 二次救急及び小児救急医療体制の堅持 

二次救急及び小児救急医療体制の確保に向けて、院長直轄の「救急センター」を設置

し、センター長の指揮の下で、救急医療体制の充実と運用の効率化を図る。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

二次救急医療体制の確保 救急医療体制の充実のた

め、必要な人員を確保する

小児救急医療体制の確保 スタッフの充実等、小児入

院の受入体制を強化する 

救急部門の多職種連携 救急センター所属の救急

救命士の採用募集を行う 

救急医療、二次医療の啓発活動 二次救急医療機関のかか

り方の啓発を準備する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

救急車受入件数（年） 2,671 件 2,700 件

救急応需率 95.0% 95.0%

救急救命士の配置数 1 人 1 人

二次救急医療体制の堅持 

24 時間 365 日小児救急医療

体制の確保 

救急医療のかかり方に関す

る啓発活動の実施 

救急医療に従事する職員の

従事とスキルアップ 
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（２） がん、心疾患、脳卒中等の医療需要に応じた診療機能の強化 

令和 7 年度は、病棟の看護師不足を前提として、可能な範囲で症例数の多い疾患の増

患、検査及び手術件数の増加を目指す。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

心疾患診療の充実 紹介患者の受入を促進し、

予定入院件数の増加を図

る。 

脳卒中診療の充実 脳神経外科の医師確保と

病院間の役割分担を図る 

がん診療の充実 がん早期発見に向けて、新

たな検診実施を検討する 

伊賀地域基幹 3病院の連携 病院間の医師相互派遣を

さらに充実する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

冠動脈ＣＴ検査 207 件 219 件

経皮的冠動脈形成術及びステント留置術 88 件 108 件

経皮的カテーテル心筋焼灼術 148 件 156 件

超急性期脳卒中加算 12 件 14 件

手術室で実施した手術件数 1,085 件 1,080 件

（うち消化器センター手術数（緊急）） 287 件（28 件） 287 件（28 件）

（うちがん手術件数） 49 件 50 件

消化器センター 

外来化学療法件数（経口治療含む）
286 件 290 件

がん登録件数 285 件 288 件

心疾患診療体制の充実 

脳卒中診療体制の充実 

がん診療体制の充実 

基幹 3病院の連携強化 
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（３） 地域医療機関との役割分担と連携強化の推進 

地域医療支援病院として地域全体の医療の質の向上を図るため、地域の医療機関をは

じめとする関係機関との役割分担と連携体制を強化する 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

紹介・逆紹介の推進 地域医療機関や医師会と、

顔の見える関係性を構築

する 

病診連携の推進 医療機器の紹介利用の促

進のため、広報紙の準備と

合わせて案内を作成する 

専門診療科の充実 地域の医療需要を分析し、

市立病院が実施すべき診

療科を検討する 

地域医療連携部門の強化 地域医療連携部を設置し、

十分な人員配置を行う 

検診等の充実 病床制限下の経営改善に

向けて、人間ドック・検診

を検討する 

内視鏡検査及び治療の充実 内視鏡に従事する消化器

内科医師及び看護師の確

保と体制整備を行う 

小児科診療の充実 病棟保育士の活用と、養育

支援チームの設置により、

小児科診療の充実を図る 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

紹介率（件数） 68％（6,035 件） 70％（6,100 件）

逆紹介率（件数） 70％（5,554 件） 71％（5,660 件）

病診連携による医療機器の利用件数

（ＣＴ・ＭＲＩ・エコー等） 
2,360 件 2,445 件

専門診療科の設置数 10 診療科 11 診療科

平均在院日数 13.2 日 13.0 日

内視鏡による検査の件数 1,367 件 1,475 件

内視鏡による治療の件数 276 件 287 件

（うち胆管膵管内視鏡（ERCP）の件数） 60 件 65 件

小児延べ入院患者数 1,052 人 1,154 件

紹介率・逆紹介率の向上 

医療機器等の紹介利用促進 

内科系診療科の充実 

地域医療連携の機能強化 

人間ドック・検診の実施 

内視鏡検査及び治療の患者

増加 

小児科診療の充実 
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（４） 高齢社会に対応した医療機能の充実 

高齢患者の特性に応じた診療を提供するため、各診療科において段階的に診療目標を

達成するための取組を実施する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

総合診療科の充実 高齢患者の増加に着目し、

入院患者のＡＤＬ維持と

リハビリを促進する 

在宅復帰機能の強化 介護サービス事業所や訪

問看護ステーションとの

連携を促進し、訪問診療実

施件数の増加を目指す 

整形外科の充実 大腿骨近位部骨折の症例

増加に向けて、紹介受入を

促進する 

眼科の充実 白内障手術、硝子体注射件

数の増加に向けて、紹介受

入を促進する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

在宅復帰率（急性期） 95％ 95％

訪問診療件数 47 人 50 人

介護連携指導料算定件数 192 件 219 件

リハビリテーション実施単位数 38,536 単位 39,600 単位

大腿骨近位部の骨折治療手術 104 件 108 件

水晶体再建術 197 件 210 件

総合診療科の体制充実 

訪問診療件数増加 

整形外科診療の充実 

眼科診療の充実 
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（５） 災害時や新興感染症流行時に備えた体制の確保 

災害時や新興感染症発生時に主体的な役割を果たす職員を養成し、定期的な訓練の実

施を通じて、非常事態に備えた強固な組織構築を図る。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

災害時のＤＭＡＴ体制整備 ＤＭＡＴ従事者の養成と

定期的な訓練実施 

新興感染症発生に備えた対応 認定看護師の養成と定期

的な訓練実施 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

ＤＭＡＴ訓練実績 年 2回 年 2回

日本ＤＭＡＴ隊員の資格者数 8 人 9 人

感染症対応訓練実績 年 1回 年 1回

ＤＭＡＴの整備と定期訓練 

新興感染症対策と定期訓練 
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２ 医療水準の向上 

（１） 医療従事者の確保と専門性の向上

中期計画では、看護師の採用強化と離職対策を最優先に取り組むべき課題と位置付け

ていることから、初年度の制度構築と迅速な看護師確保対策への着手が重要となる。 

具体的には、中期計画で看護師確保対策の体系として整理した①採用強化、②働きや

すい職場環境、③キャリアアップ支援、④労働安全衛生対策の 4 点について、令和 7 年

度に取り組む事項を本計画で記載する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

教育研修センターの設置 教育研修センターを設置

し、業務の効率化を図る。

チーム医療の充実 チーム活動に従事する職

員を計画的に養成する 

医療従事者の専門性の向上 研修の仕組みを制度化し、

研修計画を策定する 

看護師等の確保対策 リファラル（紹介）採用の

制度化、カムバック採用の

促進、人材紹介業者を通じ

た採用等を実施する 

薬剤師の確保対策 薬剤師の初任給を4万円引

き上げる調整手当を導入

する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

常勤医師数 34 人 34 人

非常勤医師数 18 人 18 人

看護師数 141.9 人 147.0 人

看護要員数（看護補助者を含む） 170.5 人 175.6 人

研修業務のセンター化 

チーム医療の充実強化 

専門性の高い職員の確保 

看護師不足の段階的な解消 

薬剤師の確保と病棟薬剤業

務のタスクシフト 
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（２） 医療機器等のインフラ整備

医療機器等の整備に関して費用対効果の検証を行い、計画的な予算執行を行い、次年

度以降の計画に支障が生じないよう努める。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

費用対効果の検証 医療機器購入の際は、償却

期間の費用対効果を検証

して選定を行う 

高額医療機器の計画的整備 中期計画期間の高額医療

機器整備に対する補助金

等の活用を検討する 

（３） 医療安全管理対策の徹底

医療安全管理及び院内感染管理担当を担当する理事の下で、院内の医療安全管理対策

及び院内感染管理対策を滞りなく実施する。また、患者等のハラスメント対策について

は、厚生労働省が公開している資料を参考に、院内の体制整備を実施する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

医療安全管理対策の実施 インシデントの収集・分析

と、再発防止策の検討体制

を整える 

院内感染管理対策の実施 感染制御チーム（ICT）によ

る院内感染対策を実施す

る 

患者等のハラスメント対策 厚生労働省の周知資料を

参考に、対策を検討する 

費用対効果を踏まえ、医療

機器を計画的に整備する 

中期計画予算の範囲内で高

額医療機器を整備する 

継続的な医療安全管理対策 

継続的な院内感染管理対策 

患者等のハラスメント対策

の実施 
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３ 患者サービスの一層の向上 

（１） 患者中心の医療の提供

患者の診療に対する理解が得られるよう、患者サポート窓口やセカンドオピニオンに

関するリーフレットを活用する。また、クリニカルパスについては、在院日数の短縮や診

療予定の可視化といった患者にとってのメリットを共有できるよう努める。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

患者相談体制の充実 地域医療連携部に患者サ

ポート窓口を設置する 

セカンドオピニオンの推進 患者向けのリーフレット

を作成する 

クリニカルパスの充実 クリニカルパス委員会を

設置し、新たなクリニカル

パスの導入を検討する 

医療の質の可視化 公益社団法人が実施する

医療の質の評価・公表事業

へ参加する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

クリニカルパスの数（適用件数） 31 個（841 件） 38 個（1,006 件）

（２） 患者の利便性の向上

中期計画で掲げた各取組について、令和 8 年度以降の本格実施に向けて必要な調査や

準備を行う。

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

外来待ち時間の短縮 外来待ち時間の短縮に向

けて課題抽出を行う 

マイナ保険証の普及啓発 全国的なマイナ保険証の

本格実施に備え準備する 

患者相談体制の運用 

セカンドオピニオン制度の

啓発 

第 2期の病院機能評価受審

に向けた準備 

クリニカルパス適用件数の

増加 

外来待ち時間の定期的な調

査と短縮に向けた取組実施 

マイナ保険証利用率の向上 
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患者に寄り添う病院ボランテ

ィアの受入れ 

病院ボランティア対象事

業を選定し募集する 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

外来患者の平均滞在時間 1 時間 38 分 1 時間 33 分

マイナ保険証利用率 33％ 45％

（３） 院内環境の整備

患者の利便性向上の取組と同様に、院内環境整備のために必要な調査や準備を行う。

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

患者プライバシーの配慮 患者満足度調査でプライ

バシーに関するアンケー

トを実施する 

施設設備投資計画の策定 施設老朽化に対する修繕

見込みを調査する 

（４） 職員の接遇向上

地方独立行政法人化に伴い、新たに定める職場理念や職員に関する規程等の内容を取

りまとめた職員基本方針を策定し、職員全員に周知する。職員が職場理念に基づいて行

動し、接遇に関するスキルアップを図ることにより、患者サービスの向上を目指す。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

職員基本方針と職場理念の策

定 

職員基本方針の策定とク

レドカードの配布を行う 

患者目線の環境改善 患者満足度調査、ご意見箱

の意見を聴取・分析する 

職員の接遇力向上 職員接遇の改善点の周知、

接遇研修の実施 

病院ボランティアの受入れ 

施設設備投資計画の運用 

院内環境の整備 

病院理念の実現に向けて、

全職員へ周知 

患者が利用しやすい施設及

び設備の充実 

職員の接遇力向上とスキル

アップ 
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【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

外来患者満足度 68.0％ 71.0％

入院患者満足度 81.3％ 83.0％

（５） 市民に対する積極的な情報発信

令和 7年度は、「名張市立病院ブランド」の創造に向けて、広報やＰＲの方向性を示す

ブランド戦略の策定準備を行う。その一環として、地域医療機関や患者向けの広報紙の

発行についても準備を進める。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

名張市立病院ブランドの創造 ブランド戦略の策定に向

けて準備する 

広報紙の発行 病院広報紙の発行に向け

て準備する 

市民公開講座等の実施 市民公開講座、ジュニアメ

ディカルラリーの開催 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和年度目標 

病院広報紙の発行回数 ― ―

市民公開講座の開催件数 年 1回 年 1回

ブランド戦略の策定 

年 4回の広報紙発行 

市民参加型のイベント開催 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 地方独立行政法人の内部統制 

（１） 組織と運営管理体制の確立

計画の達成に向けた推進体制の構築のため、理事会を中心とした経営体制を構築する。 

また、組織運営の透明性の確保に向けて、内部統制室の設置や内部通報、外部通報制度

の整備等を行う。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

理事会を中心とした経営体制 理事会の指揮の下、計画の

達成に向けて目標と進捗

を管理する 

会計監査と業務監査の実施 関係法令に基づき、監事監

査を適正に実施する 

内部統制室の設置 内部統制室を設置し、組織

内の法令遵守を徹底する

ため、内部監査を実施する

内部通報、外部通報制度の整備 内部通報及び外部通報制

度を規程で定める 

（２） 個人情報保護及び情報セキュリティ対策の徹底

法人の情報セキュリティポリシーを策定し、運用を開始する。また、サイバー攻撃への

対策については、事業継続計画（ＢＣＰ）の策定準備と並行して実施する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

医療機関を標的としたサイバ

ー攻撃への対策 

サイバー攻撃対策の実施

とＢＣＰ策定準備を行う 

情報セキュリティポリシーの

策定 

情報セキュリティポリシ

ーの策定と運用開始 

（３） コンプライアンスの徹底

法人の業務開始に伴い、就業規則、職員倫理規程、ハラスメント対策規程といったコン

プライアンス確保のための規定を整備する。また、ハラスメント事案に関しては、内部及

び外部への相談窓口を設置し、組織内ハラスメントの根絶に向けて取り組む。 

中期計画の目標管理 

監事監査の継続実施 

内部監査の継続実施 

内部通報、外部通報制度の

適切な運用 

ＢＣＰの策定、職員向け訓

練の実施 

情報セキュリティポリシー

に基づく運用と周知 
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【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

コンプライアンスの確保 就業規則、職員倫理規定を

定め、倫理保持を明記する

ハラスメント委員会の設置 ハラスメント対策規程を

定め、運用を開始する 

ハラスメント相談窓口の設置 内部相談窓口、外部相談窓

口の設置 

（４） 業務改善に取り組む組織風土の醸成

職員からの建設的な意見や提案を経営に取り入れるため、定期的に意見聴取を行う。

また、優秀な職員を表彰する制度も併せて導入し、業務改善に取り組む職員が評価され

る職場づくりを行う。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

若手職員からの提案の仕組み 職員の意見や質問を定期

的に徴取する場を設け、質

疑応答を職員全体に周知 

職員表彰制度の導入 優秀な職員や功労のあっ

た職員を表彰できるよう、

表彰規程を定める 

職員倫理の周知徹底 

組織内ハラスメントの根絶

に向けた対策の実施 

相談窓口の運用と周知 

意見聴取の継続、質疑応答

集の更新 

表彰規程の継続的運用 
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２ 効率的かつ効果的な業務運営 

（１） 適切かつ弾力的な人員配置

新たな組織体制における指示系統を明確化する必要があるため、既存の組織体制を見

直し、医療技術部、地域医療連携部、透析センター、救急センターへの再編を行い、必要

な人員を配置する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

職員基本方針と職場理念の策

定（再掲） 

職員基本方針の策定とク

レドカードの配布を行う 

コメディカル部門の再編 コメディカル部門を医療

技術部として再編する 

透析室のセンター化 院長直轄の透析センター

を設置し、指導管理体制を

明確化する 

（２） 事務部門の強化

事務部門の再編により、各課の役割と人員体制を整理するほか、中期計画の収支目標

に対する取組の推進方法と結果を多角的に分析する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

経営企画課の設置 事務部門を再編し、経営企

画課を設置する 

経営分析機能の強化 中期計画で定める収支目

標の達成に向けて、推進体

制を構築する 

（３） 人事評価制度の構築

既存の人事評価制度を見直し、職種別の評価指標や昇給昇格への反映の仕組みを定め

る。 

医療技術部の継続的運用 

透析センターの継続的運用 

病院理念の実現に向けて、

全職員へ周知する 

経営企画課の継続的運用 

経営分析及び評価の実施 
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【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

法人独自の人事評価制度 令和8年度の運用開始を目

指して、人事評価マニュア

ルを策定する 

主任チャレンジ制の導入 主任チャレンジ制を法人

の昇格規程で定め、運用を

開始する 

昇任採用選考委員会の設置 昇任採用選考委員会を設

置する 

業績連動手当の検討開始 第 2期中期計画に向けて、

業績連動手当導入の検討

スケジュールを定める 

（４） 働きやすい就労環境の整備

これまで実現が難しかった働き方や制度の導入、職員の労働環境改善のための運用の

改善を随時実施する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

多様な働き方ニーズへの対応 法人の規程で、日勤専従職

員、夜勤専従職員、職員の

兼業を制度化する 

有給休暇取得率向上 部門ごとに、有給休暇が取

得しやすい職場ルールづ

くりを進める 

職員やりがい度調査の実施 職員やりがい度調査の実

施に向けて準備する 

職員の福利厚生受診・相談 福利厚生受診を制度化し、

職員へ周知する 

子育てと仕事の両立支援 院内託児所の無償化、病

児・病後児保育の制度化を

進める 

「女性が働きやすい医療機関」

の認証 

認証基準を満たすための

院内整備を行う 

新たな人事評価制度の運用

開始 

主任チャレンジ制の運用 

昇任採用選考委員会の運用 

業績連動手当の検討 

制度の活用促進や、早出遅

出のルール化を進める 

有給休暇取得率向上 

職員やりがい度向上 

福利厚生受診の継続的運用 

子育てと仕事を両立できる

職場の実現 

女性が働きやすい医療機関

の認証取得 
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【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

職員やりがい度 ― ―

有給休暇取得率（平均） 

(年間付与日数 20 日に対する割合) 
49.5％ 53.0％

（５） 予算の弾力化

関係法令に基づいて、法人独自の規程の運用により効率的な事務執行を行う。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

経理や契約ルールの効率化 弾力的運用が可能となる

会計規程、契約規程等を整

備する 

（６） 名張市立看護専門学校の充実と強化

令和 7年度は、定員 20 人の入学生の確保と市立病院就職者の増加を法人全体の目標と

して掲げ、市立病院と看護専門学校の職員全員が教育体制充実と学生支援に取り組む。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

学生の確保 学生のニーズを満たし、魅

力ある学校となるため、教

育や設備の充実を図る 

市立病院との連携 学生と市立病院職員の交

流や、組織全体で学生を支

援する体制を整える 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

新年度入学生見込み数 16 人 20 人

名張市立病院への就職者数 9 人 15 人

各種規程に基づく運用 

入学生の安定確保 

市立病院就職者数の増加 
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第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 収支の改善 

令和 7 年度は第 1 期中期計画期間の初年度であり、組織の基盤づくりを最優先とする

ことから、抜本的な収支改善は見込めない。そのため、病床制限による患者減少と医業収

支の悪化を最小限に抑えるため、診療単価の向上と費用節減に重点を置いて取り組む。 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

経常収支比率 

（持続可能目標 100.0%超） 
86.2％ 89.1％

修正医業収支比率 

（持続可能目標  90.0%超） 
78.0％ 77.0％

（１） 収入の確保

患者 1 人当たりの診療単価向上のため、診療報酬上の評価の高い手術等の診療行為が

実施できるよう、医療従事者の専門性の向上や医療機器整備を行う。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

ハイケアユニット病床の導入 ＨＣＵ導入に向けた課題

を整理し、並行して必要な

人員の確保を進める 

収益性の高い施設基準 院内に収益向上に向けた

提案・検討を行う場を設置

する 

ＤＰＣ機能評価係数の向上 機能評価係数の要素を分

析し、係数向上に向けた取

組を立案する 

査定返戻チェックの徹底 レセプトの返戻及び査定

要因となる事案を分析し、

院内の運用を改善する 

未収金対策 患者未収金の回収実現性

を評価し、効率的に管理す

る 

看護師の充足状況に応じ、

期間中に 4床確保を目指す 

新たな診療報酬に係る施設

基準の届出 

機能評価係数の向上 

返戻率（査定率）の改善 

未収リスク事案への早期介

入と回収不能債権の縮減 
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【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

入院収益 2,976 百万円 1,385 百万円

病床稼働率 67.0％ 59.0％

入院診療単価 60,846 円 64,767 円

外来収益 1,038 百万円 546 百万円

1日平均外来患者数 276 人 284 人

外来診療単価 15,466 円 15,802 円

レセプト返戻率（査定率） 0.5％（0.37％） 0.4％（0.32％）

※令和 7年度の入院・外来収益は下半期分。 

（２） 費用の節減

支出管理について、物価高騰の状況下では、診療材料費及び薬品費の適正使用が課題

であることから、使用状況等の分析を行う。また、業務効率化による時間外労働の削減を

図るため、デジタル機器を利用した改善を実施する。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

支出管理の徹底 包括対象の診療材料及び

薬品の使用状況や、手術材

料及び高額薬剤の納入価

格について分析を行う 

物流管理、在庫管理の改善 請求伝票のシステム化、定

数管理の検証を行う 

デジタル機器を活用した業務

効率化 

デジタル機器の活用方法

の検討を行う 

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

医業収益対給与費比率 72.6％ 75.3％

医業収益対材料費・薬品費比率 22.6％ 22.9％

（３） 運営費負担金

運営費負担金等については、設立団体である名張市との協議により適切な額を中期計

画に計上しており、うち令和 7 年度は計約 4.8 億円（法人化後の半期）となる見込みで

ある（なお、法人化前の病院事業会計における一般会計繰入金は約 8.7 億円であり、令

和 7年度の合計額は約 13.5 億円である）。 

診療材料等の定期的な検

証、後発医薬品の使用促進 

物流管理、在庫管理の改善 

職員の負担軽減、会議の時

間短縮 
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【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

自律的かつ計画的な経営推進 運営費負担金等の適切な

執行に努める

第５ その他業務運営に関する重要事項に係る目標を達成するためにとるべき措置 

１ 地域の医療水準向上への貢献 

（１） 地域関係機関を対象とした講演会や研修会の開催

地域全体の医療の質の向上を図るための取組を実施する（再掲）。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

病診連携の推進（再掲） 医療機器の紹介利用の促

進のため、広報紙の準備と

合わせて案内を作成する

（２） 地域で活躍できる医療従事者の養成

研修医の教育体制の強化を図るため、令和 8 年度以降に基幹型臨床研修病院の指定を

受けることを目指して、院内体制の整備や申請書類の準備を行う。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

基幹型臨床研修病院の指定 基幹型臨床研修病院の指

定に向けて準備を進める 

教育研修センターの設置 

（再掲） 

教育研修センターを設置

し、業務の効率化を図る。

【目標指標】 

指標 令和 6年度実績  令和 7年度目標 

研修医の人数 2 人 2 人

実習生の受入者数（医学生） 年 9人 年 10 人

実習生の受入者数（その他） 年 13 人 年 14 人

中期計画に基づく運営と、

経常収支比率の改善 

基幹型臨床研修病院の指定 

研修業務のセンター化 

医療機器等の紹介利用促進 
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２ 市及び県の施策への協力 

（１） 名張市総合計画「なばり新時代戦略」に基づく取組の継続

名張市の全世代・全対象型の地域包括ケアシステムの充実や周産期医療提供体制の充

実に向けて、引き続き協力して取り組む。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

名張市の地域包括ケアシステ

ムへの協力 

名張市の医療施策に対し

て、引き続き協力する 

周産期医療施策への協力 周産期医療の充実のため、

名張市立病院が取り得る

施策の検討と、関係機関へ

の協力を行う 

（２） 広域的な地域医療体制の確保

二次医療圏及び地域医療構想区域の医療提供体制の確保について、引き続き関係機関

に協力して取り組む。 

【令和 7年度の実施計画】 

取組 令和 7年度 8 年度 9 年度 10 年度

医療計画及び地域医療構想へ

の協力 

第8次医療計画及び新たな

地域医療構想を踏まえ、将

来の医療提供体制を見据

えた診療体制の構築を目

指す 

地域医療連携推進法人の活用 地域医療連携推進法人の

活用方法・効果を分析する

地域包括ケアシステム充実

に向けて、名張市へ協力 

周産期医療の充実のため、

名張市及び医師会へ協力 

医療計画及び新たな地域医

療構想への協力 

地域医療連携推進法人の認

定を目指す 



20 

第６ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１ 予算（令和7年度） 

（単位：千円）

区分 金額 

収入 

営業収益 2,301,310

  医業収益 1,953,996

  運営費負担金 322,648

  補助金等収益 10,990

  看護学校収益 13,676

営業外収益 327,329

  運営費負担金 6,277

  短期借入金 303,723

  その他営業外収益 17,329

資本収入 344,674

 運営費負担金 193,574

  長期借入金 151,100

 計 2,973,313

支出 

営業費用 2,548,709

医業費用 2,328,243

   給与費 1,407,287

   材料費 485,674

   経費 430,065

   研究研修費 5,217

  看護学校事業費用 53,815

  一般管理費 166,651

営業外費用 76,453

 短期借入金償還金 0

 その他営業外費用 76,453

資本支出 432,594

 建設改良費 151,326

 移行前地方債償還金 281,268

 長期借入金償還金 0

 計 3,057,756

（注 1）金額は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

（注 2）期間中の給与改定及び物価変動は考慮していない。 
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２ 収支計画（令和7年度）  

（単位：千円）

区分 金額 

収入の部 

 営業収益 2,514,104

  医業収益 1,953,996

  運営費負担金収益 516,046

  補助金等収益 10,990

  看護学校収益 13,676

  資産見返運営費負担金戻入 175

  資産見返補助金等戻入 19,221

営業外収益 23,606

運営費負担金収益 6,277

その他営業外収益 17,329

臨時利益 50

 計 2,537,760

支出の部 

 営業費用 2,770,696

  医業費用 2,538,547

   給与費 1,470,892

   材料費 485,674

   経費 431,018

   減価償却費 145,746

   研究研修費 5,217

  看護学校費用 65,498

  一般管理費 166,651

 営業外費用 76,453

 臨時損失 20,000

 計 2,867,149

 純利益 Δ329,389

（注 1）金額は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

（注 2）期間中の給与改定及び物価変動は考慮していない。 
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３ 資金計画（令和7年度） 

（単位：千円） 

区分 金額 

資金収入 

 業務活動による収入 2,518,314

  診療業務による収入 1,953,996

  運営費負担金による収入 522,323

  補助金等による収入 10,990

  その他の業務活動による収入 31,005

 投資活動による収入 176

運営費負担金による収入 176

財務活動による収入 454,823

 短期借入金による収入 303,723

長期借入れによる収入 151,100

名張市からの繰越金 84,443

資金支出 

 業務活動による支出 2,625,152

  給与費支出 1,524,118

  材料費支出 485,674

  その他の業務活動による支出 615,370

 投資活動による支出 151,326

  有形固定資産の取得による支出 151,326

 財務活動による支出 

  短期借入金の返済による支出 0

  長期借入金の返済による支出 0

  移行前地方債償還債務の償還による支出 281,268

翌事業年度への繰越金 0

（注 1）金額は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

（注 2）期間中の給与改定及び物価変動は考慮していない。 
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第7 短期借入金の限度額 

１ 限度額  2,000 百万円

２ 想定される短期借入金の発生理由 

（１）賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

（２）予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等、偶発的な出費への対応 

第８ 出資等に係る不要財産の処分に関する計画 

なし 

第９ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

第 1０ 剰余金の使途 

決算において剰余が生じた場合は、施設の整備、医療機器等の購入、職員の処遇改善等に

充てる。 

第 11 料金に関する事項 

１ 使用料及び手数料 

病院及び看護専門学校の使用料及び手数料は、次に定める額とする。 

（１）健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）、国民健康保険法（昭和 33 年法律第 192 号）、

高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第 80 号）その他の法令等に基づき

算定した額 

（２）（１）に掲げるもの以外の額は、理事長が別に定める。 

２ 料金の減免 

理事長は、特別の理由があると認めるときは、使用料及び手数料の全部又は一部を減額

し、又は免除することができる。 

第 12 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

１ 施設及び設備に関する計画 

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設、医療機器等整備 151,100 千円 長期借入金、自己資金等 

２ 年度計画期間を超える債務負担 

内容 年度計画期間償還額 次年度以降償還額 総債務償還額 

移行前地方債償還債務 281,268 千円 802,777 千円 1,084,045 千円 

長期借入金償還債務     － 1,946,000 千円 1,946,000 千円 

３ 積立金の処分に関する計画 

なし 


